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１．人口・世帯数動向

人　　数 前年同月比 前　月　比 世　帯　数 前年同月比 前　月　比

中 心 部 9,924 -1.11 -0.02 4,044 -0.07 0.00

東 部 地 区 14,246 -0.73 0.11 5,575 0.26 0.07

西 部 地 区 10,862 0.76 0.11 4,005 1.98 0.04

駅 南 地 区 6,413 -0.15 0.06 2,666 1.98 0.22

半 田 地 区 3,566 1.56 -0.02 1,315 2.89 0.30

横 山 地 区 5,658 -0.66 0.30 1,840 -0.75 0.10

茨 目 ・ 田 尻 地 区 6,892 -0.70 0.10 2,282 -1.76 -0.04

荒 浜 地 区 5,216 -1.21 0.05 2,024 0.24 -0.14

そ の 他 地 区 21,365 -1.97 -0.14 7,175 -0.60 -0.02

西 山 町 地 区 6,444 -1.90 -0.38 2,146 -0.27 0.00

高 柳 町 地 区 2,019 -3.30 -0.14 846 -1.16 0.00

柏 崎 市 計 92,605 -0.92 0.00 33,918 0.20 0.03

刈 羽 村 4,974 -0.34 0.00 1,541 1.85 0.12

小 国 地 区 （ 長 岡 市 ） 6,563 -1.36 0.00 2,162 0.55 0.09

出 雲 崎 町 5,293 -1.69 -0.13 1,826 0.00 -0.05

合        計 109,435 -0.96 0.00 39,447 0.27 0.03

２．労働需給状況

柏  崎 県 柏  崎 県

月 間 有 効 求 人 1,038 -6.23 -11.43

月 間 有 効 求 職 者 1,007 -5.35 -5.08

月 間 有 効 求 人 倍 率 1.03 0.72 -0.01* -0.21* -0.07* 0.02*

*印は差し引き計算

  景気の同時指標である柏崎職業安定所管内の労働需給状況は、有効求人・求職状況（パートを除く常
用）では、月間有効求人数が１，０３８人と前年同月比で６９人、６．２３％の減少、前月比でも１３４
人、１１．４３％と大幅に減少した。
　一方、月間有効求職者数も１，００７人と前年同月比で５７人、５.３５％の減少、前月比でも５４
人、５.０８％と減少している。
　以上の結果、月間有効求人倍率は１．０３倍と前年同月比で０．０１ポイント下回り、前月比でも０．
０７ポイント下回った。なお、県平均０．７２倍に対しては０．３１ポイン上回っている。
　また、新規求人・求職状況（パートを除く常用）については、月間新規求人数が３６５人と前年同月比
で２４人、７．０４％の増加、月間新規求職者数も２６７人と前年同月比で１５人、５．９５％と増加し
た結果、月間新規求人倍率は１．３７倍と前年同月の１．３５倍に対して０．０２ポイント上回った。

柏崎職安
前  月  比

（資料出所 ： 柏崎公共職業安定所）

【単位 ：　人、世帯、％】

　地域全体の人口動向は、前年同月比では引き続き全ての市町村・地区で減少しており、柏崎市で８６６
人、０．９２％、刈羽村で１７人、０．３４％、小国地区（長岡市）で９１人、１．３６％、出雲崎町で
９１人、１．６９％とそれぞれ減少し、全体では１，０６５人、０．９６％の減少となった。
　また、前月比においても、柏崎市で１人、０．００％、出雲崎町で７人、０．１３％と減少したことか
ら、全体では８人、０．００％の減少となっている。
　一方、世帯数は、前年同月比では柏崎市で６９世帯、０．２０％、刈羽村で２８世帯、１．８５％、小
国町で１２世帯、０．５５％と増加し、全体では１０９世帯、０．２７％と増加している。
　また、前月比においても、柏崎市で１２世帯、０．０３％、刈羽村で２世帯、０．１２％、小国町で２
世帯、０．０９％と増加したことから、全体では１５世帯、０．０３％の増加となった。

地　　区　　別

（資料出所 ： 柏崎市、各町村）

人　　　　　口 世　　　　帯

前年同月比

【単位 ：　人、倍、％】

新潟県



３．建築確認申請

件　数 前年同月比 前　月　比 件　数 前年同月比

一 般 住 宅 （ 併 用 ） 88 81 -18 423 330

共 同 住 宅 2 1 2 2 -5

事 務 所 2 1 2 5 2

作 業 所 ・ 工 場 1 0 -2 9 -1

営 業 建 物 3 1 -7 22 9

公 共 建 物 0 0 0 1 0

そ の 他 8 7 -12 58 17

合       計 104 91 -35 520 352

４．電力使用量

口　数 前年同月比 前　月　比 使　用　量 前年同月比 前　月　比

電 灯 66,414 2.68 0.34 15,575 5.82 1.05

電 力 11,619 -5.40 0.05 49,615 14.71 11.73

電灯は、家庭・道路照明・一般器機等に１００Vの電源。　　　　　
電力は、工場・スーパー・モーター動力等主に２００Vの電源。

５．ガス供給量・水道給水量

供　給　量 前年同月比 前　月　比 給　水　量 前年同月比 前　月　比

家 庭 用 871,472 -10.00 -23.34 713,791 -0.26 -1.59

営 業 用 242,407 40.39 24.86 133,867 9.42 2.27

工 場 用 808,352 78.47 15.32 150,699 23.75 10.64

官 公 学 校 用 422,592 99.60 89.34 106,827 45.96 19.90

そ の 他 201 -88.57 -28.21

合       計 2,344,823 29.85 3.97 1,105,385 6.82 2.17

平成20年7月の累計

　建築確認申請の状況は、当月の申請合計が１０４件と前年同月比で９１件の増加となったが、前月比で
は３５件の減少となっている。工種別内訳の主な増減は、前年同月比では一般住宅（併用）で８１件と大
幅に増加、前月比では同じ一般住宅（併用）で１８件の減少となった。
　なお、工種全体の申請内容は、新築が５３件、増築が３３件、改築が１８件となっている。また、一般
住宅（併用）における市内・市外施工業者別確認件数は、市内施工業者が４４件（うち新築１７件、増築
１７件、改築１０件）、市外施工業者が４４件（うち新築２６件、増築１０件、改築８件）となった。

　柏崎地域でのガス供給量は、前年同月比では中越沖地震による供給停止の影響から５３９，１５６㎥、
２９．８５％と大幅に増加、前月比でも８９，６２５㎥、３．９７％の増加となっている。用途別内訳を
見ると、前年同月比、前月比ともに家庭用を除く全ての用途で大幅に増加している。
　一方、水道給水量においても、前年同月比では中越沖地震による断水の影響から７０，６２９㎥、６．
８２％の増加、前月比でも２３，５８０㎥、２．１７％の増加となった。用途別内訳を見ると、前年同月
比、前月比ともに家庭用、その他を除く全ての用途で増加している。

【単位 ：　件】

（資料出所 ： 東北電力㈱柏崎営業所）

（資料出所：　柏崎市）

（資料出所 ： 柏崎市ガス水道局）

  契約口数は、電灯が前年同月比で１，７３４口、２．６８％の増加、前月比でも２２７口、０．３４％
の増加となった。一方、電力では前年同月比で６６４口、５．４０％の減少、前月比では６口、０．０
５％と増加している。
　使用量においては、電灯が前年同月比で８５７千kwh、５．８２％の増加、前月比でも１６２千kwh、
１．０５％と増加している。一方、電力は前年同月比では昨年７月の中越沖地震の影響もあり６，３６５
千kwh、１４．７１％と大幅に増加、前月比でも５，２１２千kwh、１１．７３％の大幅な増加となった。

水　道　給　水　量ガ　ス　供　給　量

使　用　量

【単位 ： 　口、千kwh、％】

契　約　口　数

【単位 ：　㎥、％】

当　月　の　申　請



６．北陸自動車道利用状況

台　数 前年同月比 前　月　比 台　数 前年同月比 前　月　比

柏 崎 99,496 -19.80 11.58 104,250 16.41 11.31

西 山 64,569 -30.17 10.68 61,733 -36.69 12.99

米 山 31,354 -34.72 27.79 29,327 -49.03 27.99

合 計 195,419 -26.13 13.59 195,310 -20.15 14.08

７．市内民間金融機関預金・貸出金残高

残　高 前年同月比 前　月　比 残　高 前年同月比 前　月　比

末 残 353,849 6.15 -0.48 143,354 4.69 0.64

平 残 353,565 7.07 -0.15 141,122 3.83 0.57

８．市内手形交換高

枚数/金額 前年同月比 前  月  比

交 換 枚 数 5,419 -7.52 -4.61

交 換 金 額 4,516 -14.54 -14.33

不 渡 り 手 形 枚 数 0 0.00 0.00

不 渡 り 手 形 金 額 0 0.00 0.00

入　     口 出　     口

　柏崎手形交換所における手形交換高は、交換枚数が前年同月比で４４１枚、７．５２％の減少、前月比
でも２６２枚、４．６１％と減少している。また、交換金額においても、前年同月比で７６９百万円、１
４．５４％の減少、前月比でも７５６百万円、１４．３３％と減少した。なお、不渡手形は発生していな
い。
　法的整理（負債１，０００万円以上）による県内企業倒産は５件（前年同月４件、前月３件）、負債総
額１３億円（同３８億円、同６億円）、１件当たりの負債額２億円（同９億円、同２億円）となった。
　地区別では下越地区で５件（新潟市１件、佐渡市１件、村上市１件、東蒲原郡２件）発生したが、中越
地区、上越地区では発生していない。業種別は建設業１件、販売業２件、サービス業・その他２件で、倒
産原因別の状況は販売不振３件、その他２件となっている。
　当月の企業倒産は５件、負債総額で１３億円と前年同月比では件数で１件増加、負債総額で２５億円減
少している。なお、負債１０億円以上の大型倒産の発生はなかったが、件数では前年同月、前月を上回っ
ている。
　経済環境は、ガソリンや食料品など最終製品の価格上昇を受けて個人消費が減速する懸念から、先行き
警戒感は更に高まっていく可能性もあり、今後の企業倒産件数は増加基調で推移していくことが予想され
る。

（資料出所 ： 柏崎手形交換所）

（資料出所 ： 道路公団金沢管理局上越管理事務所）

預　      金 貸　出　金

  柏崎地域の物流指標となる高速道路出入口の交通量は、入口が全体では前年同月比で６９，１５８台、
２６．１３％の大幅な減少となったものの、前月比では２３，３８１台、１３．５９％と増加している。
　一方、出口においても、全体では前年同月比で４９，２９０台、２０．１５％と大幅に減少したが、前
月比では２４，１１６台、１４．０８％の増加となっている。
　インター別の内訳を見ると、前年同月比では柏崎インターの出口を除く全てのインターの入口・出口で
大幅に減少し、前月比においては全てのインターの入口・出口で大幅に増加している。
　なお、前年同月比については、昨年の中越沖地震での市外からの支援活動による高速道路の利用が影響
している。

  預金は、末残が前年同月比で２０，５０９百万円、６．１５％と増加したものの、前月比では１，７３
９百万円、０．４８％と減少している。また、平残においても前年同月比で２３，３６９百万円、７．０
７％と増加したが、前月比では５４８百万円、０．１５％の減少となった。
　一方、貸出金においては、末残が前年同月比で６，４３１百万円、４．６９％の増加、前月比でも９２
５百万円、０．６４％と増加している。また、平残においても、前年同月比で５，２１０百万円、３．８
３％の増加、前月比でも８０６百万円、０．５７％の増加となっている。

【単位 ：　百万円、％】

【単位 ：　枚、百万円、％】

【単位 ：　台、％】


